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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
１

６
回

 

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道
のの のの
春
季
点
検
巡
視

春
季
点
検
巡
視

春
季
点
検
巡
視

春
季
点
検
巡
視
( 玉

置
辻

玉
置
辻

玉
置
辻

玉
置
辻
～～ ～～
２
１

２
１

２
１

２
１
世
紀

世
紀

世
紀

世
紀
のの のの
森
間

森
間

森
間

森
間
のの のの
交
差
点
検

交
差
点
検

交
差
点
検

交
差
点
検
) 

 
◇

実
施

日
；

２
０

１
７

年
０

２
月

１
９

日
(日

) 
晴

 
 

 

◇
参

加
者

；
玉

置
辻

玉
置

辻
玉

置
辻

玉
置

辻
～～ ～～

２
１

２
１

２
１

２
１

世
紀

世
紀

世
紀

世
紀

のの のの
森森 森森

(( (( 順
峰

順
峰

順
峰

順
峰

班班 班班
)) ))；

豊
嶋

 
寛

、
川

島
 

功
、

児

嶋
道

夫
、

濱
野

兼
吉

、
畑

林
清

子
、

高
階

美
根

子
、

竹
中

卓
治

。
 

２
１

２
１

２
１

２
１

世
紀

世
紀

世
紀

世
紀

のの のの
森森 森森

～～ ～～
玉

置
辻

玉
置

辻
玉

置
辻

玉
置

辻
(( (( 逆

峰
逆

峰
逆

峰
逆

峰
班班 班班

)) ))；
沖

﨑
吉

信
、

梶
野

照
雄

、

山
口

泰
宏

、
青

木
宏

充
、

塩
川

真
武

。
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名
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一一 一一
、、 、、

玉
置

辻
玉

置
辻

玉
置

辻
玉

置
辻

～～ ～～
２

１
２

１
２

１
２

１
世

紀
世

紀
世

紀
世

紀
のの のの

森
間

森
間

森
間

森
間

のの のの
点

検
巡

視
点

検
巡

視
点

検
巡

視
点

検
巡

視
班班 班班

(( (( 順順 順順
峰

班
峰

班
峰

班
峰

班
)) ))     

新
宮

発
７

時
３

０
分

２
台

の
車

に
分

乗
し

、
瀞

峡
ト

ン
ネ

ル
前

で
紀

北
組

の
高

階
、

竹
中

さ
ん

を
乗

せ
玉

置
辻

に
向

か
う

。
玉

置
口

か
ら

の
道

路
は

狭

く
ク

ネ
ク

ネ
と

曲
が

り
運

転
の

下
手

な
私

な
ど

車
と

出
会

っ
た

ら
ど

う
し

よ

う
と

心
配

す
る

が
、
沖

﨑
、
川

島
さ

ん
は

手
慣

れ
た

も
の

苦
に

も
せ

ず
進

む
。
 

池
鄕

・
前

鬼
の

林
道

と
比

べ
れ

ば
舗

装
も

さ
れ

、
パ

ン
ク

の
心

配
も

な
い

の

で
軽

い
モ

ノ
な

の
だ

ろ
う

。
玉

置
川

集
落

を
過

ぎ
る

と
未

明
に

雪
が

降
っ

た

様
で

う
っ

す
ら

白
く

な
っ

て
い

る
が

、
日

陰
以

外
は

路
面

に
積

雪
が

無
く

１

時
間

も
せ

ず
玉

置
辻

に
到

着
。
 

 
 

 

 
玉

置
辻

・
出

発
 

 
 

 
 

 
 

玉
置

神
社

参
拝

 
 

 
 

 
 

 
玉

石
社

参
拝

 

 私
た

ち
は

こ
こ

か
ら

２
１

世
紀

の
森

を
順

峰
で

目
指

し
、

沖
﨑

さ
ん

は
奈

良
・

大
阪

組
と

合
流

し
、

２
１

世
紀

の
森

か
ら

こ
ち

ら
に

向
か

っ
て

逆
峰

で

無
線

機
で

交
信

し
な

が
ら

こ
ち

ら
へ

、
 

昨
夜

の
雪

は
う

っ
す

ら
と

残
る

が
、

ア
イ

ゼ
ン

を
付

け
る

ほ
ど

で
も

な
く

出
発

。
今

ま
で

き
づ

か
な

か
っ

た
け

れ
ど

、
奧

駈
道

の
す

ぐ
そ

ば
に

「
平

家

の
供

養
塔

」
が

立
っ

て
い

る
の

に
気

づ
い

た
。

紀
伊

半
島

各
地

は
多

く
の

権

力
闘

争
で

敗
れ

た
人

び
と

が
逃

げ
隠

れ
て

住
み

、
至

る
所

に
落

人
伝

説
や

埋

蔵
金

の
話

が
伝

承
さ

れ
、

貴
種

流
離

譚
が

残
る

。
こ

の
地

も
ま

た
隠

里
、

中

上
健

次
文

学
に

象
徴

さ
れ

る
よ

う
に

「
歴

史
の

転
換

点
の

時
期

に
か

な
ら

ず

登
場

す
る

敗
れ

た
者

の
敗

走
の

伝
説

」
と

い
う

事
に

な
る

の
だ

ろ
う

か
、

こ

こ
も

「
花

折
塚

」
も

ま
さ

に
象

徴
的

な
存

在
な

の
だ

ろ
う

。
 

玉
置

神
社

へ
の

道
は

杉
の

巨
木

が
林

立
し

、
深

閑
と

し
て

神
々

し
さ

を
感

じ
、

六
根

を
清

浄
し

心
身

を
研

ぎ
す

ま
さ

な
い

と
拒

ま
れ

る
よ

う
な

雰
囲

気

に
な

る
。

こ
こ

は
ま

さ
に

「
山

是
神

」
で

あ
る

。
杉

の
梢

か
ら

舞
い

落
ち

る

雪
が

ま
る

で
ダ

イ
ヤ

モ
ン
ド

ダ
ス

ト
の

よ
う

に
光

り
輝

い
て

と
て

も
き

れ
だ

。 

本
殿

に
参
拝

し
て

峰
中

、
作
業

の
安
全

を
祈
願

す
る

。
コ

ン
ク
リ

ー
ト

の

参
道

は
凍

り
付

い
て

い
て
滑

ら
な

い
よ

う
に
慎
重

に
歩

く
。
境
内

に
あ

る
各

社
に
お
参

り
し

な
が

ら
山
頂

に
向

う
道

で
、
凡
鐘

を
見
つ

け
神

道
の

中
に

神

仏
習

合
の
名

残
が
生

き
続

け
て

い
る

事
に

、
心

を
和

ま
せ

た
。
 

 
 

 
 

玉
置

山
山

頂
(1

0
7
6
.8

m
) 

 
 

新
雪

に
覆

わ
れ

た
奥

駈
道

 
 

か
つ

え
坂

展
望

台
 

 玉
置

山
山
( Ⅰ
△
1
0
7
6
,8
m
) か

ら
は

、
熊
野
灘

が
太
陽

の
光

を
反
射

し
て

金
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色
の
輝

き
見

せ
、
風

も
な

く
空

気
が
澄

ん
で
遠
望

も
素
晴

ら
し

く
の

ん
び

り

し
て

い
る

と
、

神
社

で
出

会
っ

た
若

者
達

も
登

っ
て

き
て

川
島
代
表

は
「

山

彦
」

の
活
動

を
若

い
人
達

に
紹
介

し
ま

し
た

。
 

玉
置

山
は

ま
た

の
名

を
「
牟
婁
岳

」
、
「

沖
見
嶽

」
と

も
呼

ば
れ

信
仰

の
山

で
あ

る
と

と
も

に
、
周
辺

地
域

を
代
表

す
る

山
で

も
あ

る
。

山
し

か
な

い
こ

の
郷

か
ら
眼

下
に
海

が
見
え

る
。
歩

け
ば
数

日
か

か
る
海

が
手

に
取

る
近

く

に
あ

る
の

だ
。
海

な
ど
見

た
事

も
な

い
古

の
人

た
ち

は
な

ん
と

感
激

し
た

こ

と
だ

ろ
う

。
山
頂

か
ら
シ
ャ

ク
ナ
ゲ

の
ト

ン
ネ

ル
を

く
ぐ

り
カ
ツ
エ
坂

へ
。
 

カ
ツ
エ

ル
は

、
空
腹

に
な

る
。
飢
え

る
と

い
う
意
味

で
あ

る
。

峰
入
修
行

の
地
獄

、
餓

鬼
、
畜
生

、
修
羅

、
人

、
天

、
声
聞

、
緑
覚

、
菩
薩

、
仏

の
餓

鬼
か

ら
き

て
い

る
の

で
あ

ろ
う

か
、
修
行

と
は

山
林

を
抖
擻

す
る

こ
と

で
、

煩
悩

を
克
服

し
神

と
仏

に
近

づ
き
民
衆

を
救

う
と

い
う

こ
と

な
の

だ
ろ

う
。
 

尾
根

道
に

出
る

と
北
西

の
風

が
吹

き
つ

け
寒

さ
が
増

し
、

新
雪

が
靴

の
裏

に
く

っ
つ

き
歩

き
に

く
い

の
が
難

点
だ

が
、
ラ
ッ
セ

ル
を

す
る

事
か

ら
比

べ

れ
ば
楽

な
も

の
で

、
花

折
塚

ま
で

は
倒

木
も

な
く

、
順
調

よ
く

進
む

。
 

横
峰

金
剛
( 石
碑

・
水
呑

金
剛
) を

過
ぎ

て
杉

の
倒

木
が

道
を
塞

ぎ
、
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
豊
嶋

さ
ん

が
処
理

、
こ

こ
か

ら
松

の
倒

木
や
檜

の
倒

木
が
連
続

し

て
あ

り
、
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
小
切

り
し

て
道

の
傍

ら
に
処
理

す
る

。
 

 
 

 

花
折

塚
 

 
 

 
 

 
 

 
倒

木
を

チ
ェ

ン
ソ

ー
で

切
除
 

 逆
峰
班

と
合

流
し

日
だ

ま
り

を
選

ん
で
奥

駈
道
沿

い
に
並

ん
で
昼
食

。
児

嶋
さ

ん
か

ら
卵

の
燻
製

と
コ

ー
ヒ

ー
を
御
馳

走
に

な
り

、
チ
ョ
コ
レ

ー
ト

や

お
菓
子

の
差

し
入

れ
で

す
っ

か
り
満
腹

に
な

る
。
 

/
 

 
 

 
 

交
差

・
合

流
地

点
で

昼
食

・
児

嶋
喫

茶
 

 
 

 
林

道
と

最
後

の
合

流
地

点
 

 午
後

か
ら

は
逆

峰
組

に
チ
ェ

ン
ソ

ー
を
渡

し
て

、
私

た
ち

は
稚
児
之

森
、

蜘
蛛

の
口

、
如
意
珠
岳
( 如
意
宝
珠
岳
・
千
眺

の
森
;7
3
6
m
)) と

登
り

が
続

く

が
順
調

良
く

進
み

、
下

っ
て
古
屋
宿
跡

を
経

て
、
古
屋

の
辻

か
ら

２
１

世
紀

の
森

に
降

り
る

。
 

奧
駈

道
を
渡

る
風

は
身

を
切

る
よ

う
に
鋭

く
冷

た
か

っ
た

が
、

２
１

世
紀

の
森

の
林

道
に

出
て

か
ら

は
、
風

が
軟

ら
か

く
優

し
く
頬

に
伝

い
、
春

を
感

じ
る
風

に
和

ん
で
楽

し
い

山
行

と
な

り
ま

し
た

。
 

 
 

 

 
稚

児
之

森
祠

 
 

 
 

 
蜘

蛛
の

口
( 岩

ノ
口
)  

 
 

古
屋

宿
跡

石
碑
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山
口

さ
ん

の
車

は
キ

ー
が

な
く

て
も
エ

ン
ジ

ン
が

か
か

る
最

新
式

の
車

で
、

エ
ン
ジ

ン
を

か
け

る
の

に
手

間
取

る
が

、
山

口
、

沖
﨑

さ
ん

の
車

に
分

乗
し

玉
置

山
の
駐

車
場

に
向

け
出

発
、
途

中
集
材
作
業

中
の
重

機
に
少

し
待

た
さ

れ
た

が
、

こ
の
作
業

の
た
め

道
路

は
除

雪
が

さ
れ

て
い

て
、
凍
結

も
な

く
順

調
に
駐

車
場

に
着

き
ま

し
た

。
竹

中
さ

ん
運

転
の

車
は
展
望

台
に
寄

り
、
釈

迦
ケ
岳

の
雪
景
色

が
素
晴

ら
し

か
っ

た
と

の
こ

と
で

あ
る

。
 

 
 

 

２
１

世
紀

の
森

・
東

屋
 

 
駐

車
場

売
店

内
で

休
憩

 
 

玉
置

山
へ

の
標
識

設
置
 

 玉
置

山
駐

車
場

に
戻

っ
て
売
店

で
お
茶

を
御
馳

走
に

な
り

、
梶
野

さ
ん

か

ら
残

っ
て

い
た
倒

木
を
数
本
途

中
処
理

し
た

と
報
告

が
あ

る
。

心
配

さ
れ

た

雪
も

た
い

し
た

こ
と

な
く

順
調

に
捗

っ
た
巡
視

で
あ

っ
た

。
 

帰
り
際

に
、

玉
置

山
駐

車
場

よ
り

玉
置

山
へ

の
登

山
口

に
標
識

を
設

置
。
 

最
後

に
奧

駈
道

の
脇

に
サ

ル
ト
リ

イ
バ
ラ

ノ
等

の
ト
ゲ

の
あ

る
植
物

が
チ

ョ
ク
チ
ョ

ク
見

ら
れ

た
。
剪
定
バ
サ
ミ

が
あ

れ
ば
簡
単

に
取

り
払

う
事

が
で

き
る

の
で

、
今
後
剪
定
バ
サ
ミ

も
必
要

な
こ

と
も
提
起

さ
れ

た
。
 

  
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

新
宮

7
:3

0
→

8
:3

0
玉

置
辻

8
:3

5
→

9
:1

0
玉

置
神

社
9
:2

5
→

9
:3

0
玉

石
社

→

9
:4

0
玉

置
山

9
:5

0
→

1
0
:0

5
か

つ
え

坂
→

世
界

遺
産

記
念

碑
→

1
0
:4

0
花

折
塚

→
1
1
:1

0
横

峰
金

剛
→

1
1
:2

5
昼

食
1
2
:0

0
→

1
2
:2

0
稚

児
之

森
→

1
2
;2

5
蜘

蛛

ノ
口

(岩
ノ

口
)→

如
意

珠
岳

(7
3
6
m

)→
1
2
:5

3
古

屋
宿

跡
→

1
2
:5

7
古

屋
ノ

辻
→

1
3
:2

0
２

１
世

紀
の

森
・
東

屋
1
3
:3

5
→

1
4
:1

0
玉

置
神

社
駐

車
場

1
5
:1

5
→

1
6
:3

5

新
宮

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(濱

野
記

）
 

  

二二 二二
、、 、、
２
１

２
１

２
１

２
１
世
紀

世
紀

世
紀

世
紀
のの のの
森森 森森
か
ら

か
ら

か
ら

か
ら
玉
置

玉
置

玉
置

玉
置
辻
間

辻
間

辻
間

辻
間
のの のの
点
検
巡
視

点
検
巡
視

点
検
巡
視

点
検
巡
視
班班 班班
(( ((
逆
峰
班

逆
峰
班

逆
峰
班

逆
峰
班
)) )) 

１
８

日
の

夜
に

気
象
レ

ー
ダ

ー
を
見

る
と

、
紀

伊
半

島
の

山
間
部

に
雨
雲

が
映

っ
て

い
た

。
１

９
日

の
朝

、
天

辻
峠

の
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ

を
確
認

す
る

と
、

路
面

が
白

く
な

っ
て

い
た

の
で
５

時
半

に
出

る
予
定

を
１
５

分
早
め

て
出

発
。 

 
天

辻
ト

ン
ネ

ル
付
近

で
は

、
先
行

車
の
ス
ピ

ー
ド

が
極
端

に
遅

く
て

、
十

津
川

の
道

の
駅

に
は

、
約

１
０

分
遅

れ
で

到
着

。
R
4
2
5
 
か

ら
玉

置
神

社
へ

向
か

っ
た

。
玉

置
神

社
ま

で
の

日
陰

に
は

３
㎝
程

の
積

雪
が

残
っ

て
い

て
ス

ピ
ー
ド

が
出

せ
な

い
。

玉
置

神
社

の
駐

車
場

へ
上

が
る
三
叉

路
を
越
え

た
と

こ
ろ

で
、
超
ス
ロ

ー
走
行

の
先
行

車
が

い
た

。
よ

く
見

る
と

、
先
頭

が
青

木

車
、
後

ろ
が
塩

川
車

だ
っ

た
。
同

時
に
駐

車
場

着
、

登
山
準
備

を
し

て
沖

﨑

さ
ん

を
待
つ

。
迎
え

に
来

た
沖

﨑
車

に
分

乗
し

２
１

世
紀

の
森

の
東
屋

へ
。
 

 
 

 
 

 

玉
置

神
社

駐
車

場
 

 
 

 
2
1
世

紀
の

森
東

屋
前

で
 

 
林

道
終

点
か

ら
登

山
開

始
 

 2
1
世

紀
の

森
で

山
口

さ
ん

と
合

流
、
５
名

で
古
屋

の
辻

へ
登

り
始
め

た
。
 

北
か

ら
の
風

が
強

く
、
体

感
温
度

は
低

い
。
約

２
５

分
で
古
屋

の
辻

に
到

着
、
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し
ば

ら
く
休

ん
で
南

下
を
始
め

た
。
歩

き
出

し
て
５

分
ほ

ど
で
最
初

の
倒

木

に
出

会
う

。
直
径

１
５
㎝

だ
っ

た
。
４

人
で

６
分
程

か
け

て
切
除

。
 

第
１

１
靡
・
如
意
珠
岳
( 如
意
宝
珠
岳
;7
3
6
m
）
は

、
小

さ
な
ピ

ー
ク

だ
が

東
側

に
、

は
っ

き
り

し
た
捲

き
道

が
で

き
て

い
て

、
山
頂

に
は
碑

伝
も
少

な

く
、
訪

れ
る

人
は
少

な
い

よ
う

な
の

で
、

山
頂

へ
誘
導

す
る
方
法

を
後

日
講

じ
る

こ
と

と
し

た
。
  
 

 
 

 

最
初

の
倒

木
と

切
除

後
の

奥
駈

道
 

 
 

 
 

 

第
１

１
番

靡
・

如
意

珠
岳

 
 

蜘
蛛

の
口
( 岩

の
口
)  

 
 

 
 

 
 

仮
設

標
識

取
付

け
 

蜘
蛛

の
口

で
は

、
上
葛

川
へ

降
り

る
道

が
は

っ
き

り
し

て
い

て
、
三
井
寺

の
標
識

が
若
干

そ
ち

ら
の
方

へ
向

い
て

い
た

。
順
峯

の
場

合
、

う
っ

か
り

と

上
葛

川
方

向
へ
行

っ
て

し
ま

い
そ

う
な

の
で

、
三
井
寺

の
標
識

の
位

置
を
変

え
、

文
字

が
消
え

て
い

た
ブ
リ
キ
板

に
、
マ
ジ
ッ

ク
で
方

向
を
記

し
た
仮
設

標
識

を
設

置
し

た
。

 

そ
の
後

も
次

々
と
倒

木
が
有

り
、

そ
の
都
度
鋸

で
切
除

し
な

が
ら

進
む

。

４
カ

所
目

の
倒

木
を
切

っ
て

い
る

と
、
チ
ェ

ン
ソ

ー
の
音

が
聞

こ
え

て
き

 

た
、

玉
置

神
社

か
ら

の
川

島
班

が
す

ぐ
そ

こ
ま

で
来

て
い

る
よ

う
だ

。
 

 
 

 
 

 

２
カ

所
目

の
倒

木
鋸

切
除

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
カ

所
目

の
倒

木
鋸

切
除

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

４
カ

所
目

の
倒

木
鋸

切
除

 
 

川
島

班
と

合
流

し
斜

木
切

除
 

 
登

山
道

に
座

り
昼

食
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１
１

時
２
５

分
、

川
島
班

と
合

流
、
斜

木
を
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
切
除

し
昼
食

に
す

る
。
広

い
場

所
が

無
い

の
で

、
道
沿

い
に
座

っ
て

の
お
昼

だ
っ

た
が

、

風
が
当

た
ら

ず
、

日
差

し
も

あ
っ

た
の

で
寒

さ
は

感
じ

な
か

っ
た

。
 

川
島
班

が
、
斜

木
を
一
本

残
し

て
き

た
と

い
う

の
で

、
食
後
直

ぐ
に
チ
ェ

ン
ソ

ー
を
持

っ
て

玉
置

神
社

へ
向

か
う

。
歩

き
出

し
て

１
０

分
ほ

ど
で
直
径

２
０
㎝

ほ
ど

の
杉
斜

木
が

あ
っ

た
。

３
カ

所
切
断

し
て
除
去

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

杉
斜

木
を

チ
ェ

ン
ソ

ー
で

切
除

作
業

 

 
 

 
 

 

突
き

出
し

た
古

い
倒

木
 

 
 

展
望

台
か

ら
釈

迦
ケ

岳
と

中
八

人
山

・
笠

捨
山

 

そ
の
後

も
折

れ
て

道
を
塞

い
で

い
る

木
や
突

き
出

し
た
古

い
倒

木
が

あ
り

、

チ
ェ

ン
ソ

ー
は

合
計

３
回
使
用

し
た

。
 

山
口

、
塩

川
両
氏

は
、

こ
の
区

間
は
初
め

て
歩

く
こ

と
か

ら
沖

﨑
さ

ん
と

玉
置

山
へ

と
先
行

。
青

木
さ

ん
と

私
は
展
望

台
で
眺
望

を
楽

し
み

、
林

道
を

歩
い

て
玉

置
神

社
駐

車
場

ま
で
戻

っ
た

。
 

沖
﨑

・
山

口
・
塩

川
氏

は
、

玉
置

山
を
経

て
玉

置
神

社
に
参
拝
後

、
玉

置

辻
に
駐

車
し

た
川

島
車

を
回
送

し
、

１
４

時
４
５

分
玉

置
神

社
駐

車
場

へ
。

 

売
店

で
休
憩
後

、
１
５

時
１
５

分
此
処

で
流

れ
解
散

と
な

る
。
    

    行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

2
1
世

紀
の

森
9
:
1
0
→
古
屋

の
辻
9
:
3
5
→
9
:
5
5
(
如
意
珠
岳
(
如
意
宝
珠
岳
)
→

1
0
:
1
3
蜘
蛛

の
口
(
岩

の
口
)
→
1
1
:
2
5
川

島
班

と
合

流
・
昼
食
1
1
:
5
5
→
1
3
:
0
3

花
折
塚
→
1
3
:
3
5
展
望

台
→
1
4
:
0
8
玉

置
神

社
駐

車
場

。
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記
；
梶
野
) 

 


